
割合　　70％　　　

チェック項目 はい

どちら

ともい

えない

いいえ
わから

ない
ご意見

　ご意見を踏まえた

　　　　対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ

れているか
21

園庭や体育館もあり子どもも

楽しそうです。

・居室は、設置基準を

満たしています。

・居室以外にも、体育

館や園庭なども、お子

さんの状態に合わせ使

用しています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 18 2 1

・不安感の強い子どもなので一

対一の対応を望みます。

・よく様子を見ていてくれま

す。

・出来れば心理士がいると良い

です。

・言語聴覚士が関わった時には

細かく内容を知りたいです。

・これまで基準より多

く児童指導員を配置し

てきました。

・お子さんの低年齢化

や状態により、より個

別的な配慮が必要な場

合もあります。基本集

団療育ではありますの

で、安全管理を含め、

配置人数の中で、より

柔軟に対応していける

支援体制は今後工夫し

ていくことが課題で

す。

・言語聴覚士を配置し

保護者へは支援内容を

より詳細に説明してい

けるようにします。

・職員の専門性を高め

る為に、日々のＳＶ体

制や自己研修計画を通

して支援力の向上を目

指していきます。

・親子療育（動作法)を

担当している公認心理

師が助言を行っていま

す。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ

れた環境*１になっているか。また、障がい

の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア

フリー化や情報伝達等への配慮が適切にな

されているか

21

部屋に入ると、自分のペースで

楽しむ場所に子どもが行ってい

るので良く分かっています。

・絵カードや写真カー

ドなど視覚的な情報を

用いながお子さん達の

スムーズな理解に繋げ

るようにしています。

・一人ひとりの興味や

関心、状態に合わせ、

過ごしやすい環境（

机の配置の工夫、ソ

ファーマット等）作り

を工夫します。

公表:平成31年３月28日     (  平成30年12月アンケート実施）

事業書名：子どもの生活研究所めばえ学園　保護者数(児童数）：30 名　回収数　21名
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                                       保護者等からの事業所評価の集計結果(公表） 



4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環

境になっているか。また、子ども達の活動

に合わせた空間となっているか

19 1 1 よく清掃してくれています。

・清掃・消毒・安全等

の確認を行っていきま

す。

・その時の子どもに合

わせた活動場所を、随

時検討していきます。

5

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、児童発達支援計画*2が作

成されているか

19 1 1
親の希望や願いを考慮してもら

っています。

子どもや保護者とコミ

ュニケーションをしっ

かりと取りながら、子

どもの実態やニーズを

的確に把握していきま

す。その上で個別支援

計画を作成し、同意を

もらい、対応していき

ます。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ

ドラインの「児童発達支援の提供すべき支

援」の「発達支援（本人支援及び移行支

援）」、「家族支援」、「地域支援」で示

す支援内容から子どもの支援に必要な項目

が適切に選択され、その上で、具体的な支

援内容が設定されているか

19 2

必要な項目が設定され、保護者

が家庭でも取り組んでいける具

体的な内容です。

児童発達支援管理責任

者を中心として、保護

者や子どもの意向を分

かり易すくして、項目

の整理を行っています

。今の時点でその子に

とって療育のポイント

においていることを記

述するなど、一人一人

の子どもの状態と療育

目標、支援ポイントを

把握した上での内容と

なっています。それに

ついても保護者と意見

交換をしながら、進め

ています。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われて

いるか
20 1

・人との関わりに問題がある為

職員は計画に沿って取り組んで

いますが難しさもあると思いま

す。

・日々の様子（連絡帳）からも

個別支援計画に沿った支援を感

じ取れます。

引き続きお子さん一人

一人の個別支援計画に

基づき、職員と保護者

で共通理解を持ちなが

ら支援をしていきま

す。

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫

されているか
17 1 3

・固定化していると思います。

・工夫されていると思います。

低年齢のお子さんや同

じことを繰り返すこと

で不安や緊張状態が薄

れ、集団参加がしやす

いお子さについては、

プログラムを固定する

ことがあります。個々

の状態に合わせて、プ

ログラムのバリエーシ

ョンは増やしていくな

ど、今後も工夫してい

きます。
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9

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障がいのない子どもと活動する機会が

あるか

13 1 7

・保育所と共有の園庭なので、

健常のお子さん達を目にする機

会は多いと思います。

・お祭りなどで機会があり、有

難いです。

・午後クラスも保育園との交流

があると良います。

・機会はありますが、交流とは

違うように思います。

・併用の保育園との交

流は、日常的には園庭

での遊びや行事などで

交流の場を持つように

しています。

・低年齢のお子さん達

は場を共有する中で、

雰囲気を感じながら、

年長のお子さんは一緒

の活動状況に参加して

いくなど、お子さんに

合わせた状況が持てる

ようにと考えています

。交流の内容について

は今後も検討していき

ます。

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
20 1

保護者会で説明してもらってい

ます。

保護者会や入園前のオ

リエンテーションの際

に説明をしていますが

、保護者にとって、説

明がより分かり易くな

るように、伝え方など

も工夫していきます。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」のねらい及び支援内

容と、これに基づき作成された「児童発達

支援計画」を示しながら支援内容の説明が

なされたか

19 2

個別支援計画では、発

達支援、家庭支援、地

域支援の項目に合わせ

、必要な支援等を記述

しています。内容を保

護者の方に説明をしな

がら確認し合い、同意

を得ています。

12

保護者に対して家族支援プログラム（ペア

レント・トレーニング*4等）が行われてい

るか

16 3 1 1

・日々の連絡や面談はとても参

考になります。

・面談だけでなく、送迎時にも

詳しく教えてほしいです。

・子どもの達は先生が居ないと

不安になるのでそれどころでは

ないと思います。

・家族支援プログラム

として、動作法の親子

療育やペアレントメン

ターの活用をしながら

、子育ての具体的なこ

とについてアドバイス

等をしたり、意見交換

が出来る場を持つよう

にしています。

・また日常的に送迎時

や面談等でも保護者へ

の助言等に努めていま

すが、引き続き継続し

ていきます。

適

切

な
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13

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの健康や発達の状況、課題につ

いて共通理解ができているか

18 3

・日々の何げないことも聞いて

もらい有難いです。

・職員は伝えたいことが沢山あ

るように思いますが、情報共有

は出来ていないところもありま

す。

日頃より、保護者と送

迎時に話をしたり、そ

こで対応できない時は

電話連絡をしながら情

報共有に務めていま

す。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に

関する助言等の支援が行われているか
19 2

・限られた時間の中で伝えてく

れています。

・日常の何気ないことも聞いて

もらい有難いです。

個別面談は年3回の他、

随時必要に応じて、お

申し出がある際やこち

らから声をかけて行っ

ています。

15

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開

催等により保護者同士の連携が支援されて

いるか

20 1

・とても助かっています。

・心強いです。

・十分に時間を確保する余裕が

ないように思います。

・パパさんの会等、子どものこ

とを知る機会があるのは良いと

思います。

引き続き、保護者会や

懇談会等、療育勉強会

、ぱっぱの会を開催し

ていきます。また保護

者主催の茶話会への協

力等を行います。交流

の機会をより多く持て

るようにします。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制が整備されているととも

に、子どもや保護者に周知・説明され、相

談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応

されているか

20 1

・すばらしい対応です。

・子どもの生活研究所の相談支

援事業所が一つの建物内にあり

本当に迅速に連携を取りながら

困りごとに対して必要な体制を

整えて貰いました。

・不安です。

・ご希望があれば随時

対応させていただいて

おります。

・相談内容によって返

答に時間を要すること

もありますが、保護者

が不安に感じることの

ないように、迅速に対

応していけるように今

後も務めていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等



17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか
20 1

・引き続き、お子さん

に対しては、モデルを

示したり、絵や写真カ

ード等の視覚的なアプ

ローチも含め、お子さ

ん自身の内面の気持ち

の理解や表出に繋げて

いけるような関わりに

努めていきます。

・保護者に対しては日

常の送迎時や連絡帳、

面談等でも、保護者自

身の気持ちに共感しな

がら、お子さんへの理

解や対応についても共

有できるよう努めてい

きます。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に

関する自己評価の結果を子どもや保護者に

対して発信されているか

18 1 2 情報をもらっています。

・毎月のお知らせや定

期的に会報など配布し

ています。

・自己評価結果は、第

三者評価での評価はこ

れまでホームーページ

で公表し、保護者会で

伝えるようにしていま

す。今回の自己評価の

結果についても、保護

者に発信しています。

19
個人情報の取り扱いに十分注意されている

か
18 2 無記名1名

・個人情報の取り扱い

については。保護者会

において、法人の個人

情報保護ポリシー・特

定個人情報の適正な取

り扱いに関する基本方

針に基づき対応してい

ることを保護者に説明

しています。

・職員については再度

周知徹底を図ります。

また、個人ファイルの

保管する棚の鍵は必ず

閉め切ること等も注意

をしています。

・個人情報を取扱う場

合は、必ず保護者に説

明をして紙面上も同意

を得ていることから、

引き続きも保護者が不

安にならないよう対応

していきます。

保

護

者

へ

の
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明

等



20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルを策定し、保護者に

周知・説明されているか。また、発生を想

定した訓練が実施されているか。

19 2

季節ごとに掲示やお知らせ等で

情報が分かり、また届け出等も

しっかりあり、安心です。

マニュアル等について

は、保護者会で説明を

していますが、再度詳

細に伝えるようにしま

す。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
19 2

繰り返し定期的に行ってもらい

、回数を重ねる中で、身につい

ていってほしいです。

避難訓練については、

月のお知らせや連絡帳

保護者会の折に内容を

伝えるようにしていま

す。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 18 3

・先生達のことが大好きでとて

も楽しんでいます。

・以前に比べ楽しく通える日が

増えています。

・とても楽しみにしています。

・お子さん達が安心し

て安定した気持ちで楽

しく過ごせるように職

員との関係つくりにも

努めていきたいと思い

ます。

・楽しめるような活動

や行事を職員で話し合

い、工夫していきたい

と思います。

23 事業所の支援に満足しているか 19 2

・沢山成長させてもらっていま

す。感謝しています。

・安心感と子どもの成長を感じ

て感謝の思いで一杯です。

・人員を増やしてほしいです。

今後も、お子さんが安

心し、お子さん自身の

自発的や主体性、自己

統制力を育て、お子さ

んの自己実現に向けた

支援を職員一同努めて

いきます。

・保護者の方と協力し

ながら一緒に考えてい

きたいと思います。

*1 「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚

の配置など、子ども本人にわかりやすくすることです。

*4 「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障

害の特性を踏まえた褒め方等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。

*2 「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれて

いる環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活

全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する

計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が*3 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこ

とです。子どもの障害の特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されていま

す。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度



割合　　70％　　　


